
河川関係の評価項目調書

資料－５



河川事業の事後評価項目調書 

事 業 名  (箇所名) 江の川下流水防災対策特定河川事業（吾
あ

郷
ごう

地区） 
事 業

主体 
中国地方整備局 

実   施   箇   所 島根県邑智郡美郷町吾郷 

該   当   基   準 事業完了後一定期間(5 年以内)が経過した事業 

事   業   諸   元 
事業延長：L=760ｍ 

宅地嵩上げ：27 戸 

事   業   期   間 平成 14 年度～平成 19 年度 

総 事 業 費 (億円) 当 初 約１７億円 最 終 約２６億円 

目  的  ・  必  要  性 

・吾郷地区は、江の川下流部(46K400～48K000 右岸)に位置し、昭和４７年７月洪水では

地区全体の 24 戸で浸水被害が発生 

・近年（平成１１年６月洪水等）においても浸水被害が発生 

・地盤高が HWL よりも低く流下能力が不足しているため、流下能力向上のための治水対

策が必要。また、河川特性上、通常の堤防方式では堤防延長が長く、さらに築堤高が高

くなるため、膨大な費用と年数が必要となり、事業効果発現に時間を要する。 

・そのため、宅地の盛土、家屋の嵩上げによる水防災対策特定河川事業を実施すること

により、治水安全度を向上させる 

便 益 の 主 な 根 拠 
想定年平均浸水軽減戸数 ：3戸 

想定年平均浸水軽減面積 ：1.0ha 

事  業  全  体  の 

投  資  効  率  性 

 B:総便益 (億円) Ｃ:総費用 (億円) Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ EIRR(%) 基準年度 

当初 総便益 31 総費用 16 1.9 15 － H14 

事後 総便益 49 総費用 35 1.3 14 － H24 

事業の効果の発現状況 
・事業の実施により、1/30 規模の洪水が発生した場合においても、家屋の浸水被害を防

止 

事業実施による環境の 

変化 
・特になし 

社会情勢等の変化 

・吾郷地区では宅地嵩上げによる手法を用いることで、これまでと同等以上（治水安全

度の向上、従前の宅地面積の確保等）の生活基盤が確保された。 

・美郷町の人口・世帯数は減少しているが、水防災対策特定河川事業の実施により、吾

郷地区においては、新たに若者定住住宅が建設され８世帯（３７人）が移り住んだ。

・若者定住住宅には、中学生以下の子供が２１人住居しており、夏祭りに子供が参加す

るなど事業実施前と比較して地域活動が活性化した。 

今後の事後評価の必要性 
・1/30 規模の洪水が発生しても家屋の浸水被害を防止することができ、治水安全度の向

上が図られていることから、今後の事後評価の必要性はないと判断 

改善措置の必要性 
・当該事業は、その事業効果が十分発現していると判断され、今後の改善措置の必要性

は無いと判断 

同種事業の計画・調査の

あり方や事業評価手法の

見直しの必要性 

・特になし 

対 応 方 針 (案) ・上記の検討結果を踏まえ、対応なし 

対 応 方 針 理 由 － 

そ の 他 － 
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５
年

３
月

７
日

国
土

交
通

省
中

国
地

方
整

備
局

M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

あ
ご
う

2



芦
田
川
水
系
の
特
徴

■
江

の
川

流
域

の
概

要

■
江

の
川

流
域

の
諸

元
江
の
川
は
、
広
島
県
北
広
島
町
阿
佐
山
に
源
を
発
し
、
三
次
市
に

お
い
て
馬
洗
川
、
西
城
川
、
神
野
瀬
川
を
三
方
よ
り
合
流
し
、
山
間

狭
隘
部
を
流
れ
、
河
口
の
江
津
市
街
地
を
貫
流
し
日
本
海
に
注
ぐ
、

流
域
面
積
3,
90
0k
m
2
、
幹
川
流
路
延
長
19
4k
mの

中
国
地
方
最
大
の
一

級
河
川
で
、
「
中
国
太
郎
」
の
別
名
を
持
つ
。

◎
流
域
面
積

：
３
，
９
０
０
ｋ
ｍ

2

◎
幹
川
流
路
延
長
：

１
９
４
ｋ
ｍ

◎
山
地
面
積
比
率
：

約
９
２
％

◎
関
係
市
町
村

：
８
市
７
町

（
島
根
県
：
江
津
市
、
川
本
町
、
美
郷
町
、
邑
南
町

他
）

（
広
島
県
：
三
次
市
、
安
芸
高
田
市

他
）

◎
流
域
内
人
口

：
約
１
８
．
４
万
人

（
河
川
現
況
調
査
（
第
9回

H1
7基

準
）
よ
り
）

河
川

整
備

基
本

方
針

（
H

1
9
.1

1
）

計
画

高
水

流
量

配
分

図

あ
さ

や
ま

 

瀬
戸

内
海

 

広
島

県
 

島
根

県
 

岡
山

県
 

山
口

県
 

江
の

川
水

系
 

鳥
取

県
 

江
の

川
 

日
本

海
 

■
：

基
準

地
点

〇
：

主
要

な
地

点
単

位
：

m
3
/
s

■
：

基
準

地
点

〇
：

主
要

な
地

点
単

位
：

m
3
/
s

西
城

川

馬 洗 川

尾 関 山 ■

三
次

〇

〇
南

畑
敷

江
の

川
1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

7
,
6
0
0

7
,
6
0
0

9
,
7
0
0

9
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

〇 川 本

〇 粟 屋

〇 吉 田

〇 河 口

■ 江 津

3,2003,200

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

1
4
,5
0
0
m

3
/
s

基
本

高
水

の
ピ

ー
ク

流
量

1
0
,2
0
0
m

3
/
s

ご
う

の
か
わ

み
よ
し

ば
せ
ん

さ
い

じ
ょ
う

ご
う

つか
ん

の
せ
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■
昭
和
２

０
年

９
月

洪
水

(台
風

)

江
津
地
点
推
定
流
量
：
約
7,
30
0m

3
/s

（
推

定
値

）

尾
関
山
地
点
推
定
流
量
：
約
5,
00
0m

3 /
s（

推
定
値
）

家
屋

浸
水
：
68
,5
36
棟
，
家
屋
損
壊
：
8,
18
3棟

■
昭

和
４

０
年

６
月

洪
水

(梅
雨

前
線

)

尾
関
山
地
点
流
量
：
約
4,
40
0m

3
/s

（
実
測
値

）

家
屋

浸
水
：
1,
00
6戸

，
家
屋
損
壊
：
8戸

■
昭

和
４

０
年

７
月

洪
水

(梅
雨

前
線

)

尾
関
山
地
点
流
量
：
約
4,
80
0m

3
/s

（
実
測
値

）

家
屋

浸
水
：
4,
58
6戸

，
家
屋
損
壊
：
10
0戸

■
昭

和
４

７
年

７
月

洪
水

(梅
雨

前
線

)

江
津
地
点
流
量
：
約
10
,2
00
m
3
/s

（
実
測
値
）

尾
関
山
地
点
流
量
：
約
6,
90
0m

3
/s

（
実
測
値

）

家
屋

浸
水
：
14
,0
63
戸
，
家
屋
損
壊
：
3,
96
0戸

■
昭

和
５

８
年

７
月

洪
水

(梅
雨

前
線

)

江
津
地
点
流
量
：
約
7,
50
0m

3 /
s

（
実
測
値
）

尾
関
山
地
点
流
量
：
約
4,
60
0m

3
/s

（
実
測

値
）

家
屋

浸
水
：
3,
51
7戸

，
家
屋
損
壊
：
20
6戸

■
平

成
２

２
年

７
月

豪
雨

（
梅

雨
前

線
）

江
津
地
点
流
量
：
約
5,
80
0m

3 /
s

（
実
測
値
）

尾
関
山
地
点
流
量
：
約
3,
70
0m

3
/s

（
実
測

値
）

家
屋

浸
水
：
57
戸
、
家
屋
損
壊
：
0戸

■
江

の
川
の
洪
水
被
害
と
治

水
事

業 ■
江

の
川

に
お

け
る

治
水

計
画

の
変

遷
昭

和
28
年

に
直
轄

河
川
改

修
に

着
手

計
画

高
水

流
量

：
5
,
8
0
0
m
3 /
s（

尾
関
山

）

昭
和

40
年

6月
洪
水

、
昭
和

40
年

7月
洪
水
等
の

大
洪
水

が
頻

発
し

,
昭

和
41
年

に
流
量

改
定

基
本

高
水

流
量

：
7
,
6
0
0
m
3 /
s，

計
画
高

水
流

量
：

5,
80
0m

3
/s

(尾
関
山
)

（
土

師
ダ

ム
を

建
設

S
49
完
成

：
国
土

交
通

省
）

昭
和

41
年

に
既

定
計
画
を

踏
襲

し
一
級

河
川

に
指
定

度
重

な
る
洪

水
被

害
を
受

け
昭

和
48
年

に
流

量
改
定

基
本

高
水

流
量

：
1
4
,
2
0
0
m3
/s
，
計

画
高
水
流

量
：

10
,7
00
m
3 /
s
(江

津
)

基
本

高
水

流
量

：
1
0
,
2
0
0
m3
/s
，
計

画
高
水
流

量
：

7,
60
0m

3
/s

(尾
関
山
)

（
灰

塚
ダ

ム
を
建

設
H
18
完
成

：
国
土

交
通

省
）

平
成

9年
河
川
法
改

正
に
伴

い
、

平
成

19
年
11
月
に

『
江

の
川

水
系
河

川
整
備

基
本

方
針
』

を
策

定

■
昭
和

47
年
7月

に
発
生

し
た

洪
水
で

は
、

堤
防
決

壊
が

2
箇

所
発

生
す

る
と

と
も

に
、

山
間

狭
隘

部
の

多
数

の
集

落
で

越
水

が
発

生
し

、
甚

大
な

被
害

が
生

じ
た

。

主
な

洪
水

被
害

昭
和
20
年
9月

洪
水

昭
和
40
年
6月

洪
水

昭
和
40
年
7月

洪
水

昭
和
47
年
7月

洪
水

S5
8.
7洪

水
（
江
津
市
桜
江
町
）

S4
7.
7洪

水
（
江
津
市
桜
江
町
）

■
江
の
川

に
お

け
る
主

な
治

水
対
策

は
、

昭
和

49
年
に

土
師
ダ

ム
，

平
成

18
年
に

灰
塚
ダ

ム
が

完
成
し

、
近
年
で

は
、

平
成

21
年
に

尾
原
地

区
(川

本
町

)の
築

堤
事
業

、
平

成
23
年

に
近

原
地
区

(江
津

市
)の

水
防

災
事
業

が
完

了
し
た

。

尾
原
地
区
の
築
堤

事
業

近
原
地
区
の
水
防
災
事
業

S4
7.
7洪

水
実
績
浸
水
範
囲
（
江
津
市
街
地
）

S4
7.
7洪

水
実
績
浸
水
範
囲
（
三
次
市
街
地
）

上
記

流
量

の
実

測
値

は
各

観
測

所
で
の

H
-
Q
換

算
流

量
、
推

定
値

は
流

出
解

析
に
よ
る
計

算
流

量
を
示

す
。
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■
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
概
要 【

山
間
部
を
流
れ
る
江
の
川
と
点
在
す

る
集
落
】

（
美
郷
町
：
40
k～

42
k周

辺
）

洪
水

時
洪
水
時

洪
水

時

水
防
災

事
業

国
土

交
通
省

国
土
交
通
省
及
び

市
町
村
等

水
防
災
事
業
及
び

基
本
外
事
業

堤
防
必
要
敷
地

現
況

通
常
の
築
堤
方
式

水
防

災
対
策

特
定

河
川

事
業

【
事

業
の

背
景

】
①

山
と

山
と

の
間

に
点

在
す

る
ご

く
僅

か
な

平
地

に
小

集
落

を
形

成
→
治

水
対

策
必

要
箇

所
が

多
数

点
在

②
河

川
特

性
上

、
通

常
の

堤
防

方
式

で
は

堤
防

延
長

も
長

く
、

築
堤

高
も

高
く

な
る

た
め

、
膨

大
な

費
用

と
年

数
が

必
要

→
事

業
効

果
発

現
に

時
間

を
要

す
。

③
通

常
の

堤
防

方
式

の
改

修
で

は
、

貴
重

な
住

環
境

が
消

滅
す

る
と

共
に

、
堤

防
と

背
後

の
急

峻
な

山
に

囲
ま

れ
た

窪
地

に
家

屋
が

挟
ま

れ
る

。
→
居

住
環

境
の

悪
化

【
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
図
】

江
の

川

対
象

地
区

に
お

い
て

、
想

定
す

る
洪

水
水

位
ま

で
宅

地
等

の
か

さ
上

げ
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

治
水

の
安

全
度

を
確

保
し

つ
つ

、
山

間
部

の
狭

い
土

地
の

有
効

利
用

を
図

る
。

水
防

災
対

策
特

定
河

川
事

業

5



S4
7浸

水
範

囲

■
江
の
川
下
流
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
（
吾
郷
地
区
）
の
概
要

【
目

的
・

必
要

性
】

■
昭

和
４

７
年

７
月

洪
水

で
は

地
区

全
体

の
２

４
戸

で
浸

水
被

害
が

発
生

■
近

年
（

平
成

１
１

年
６

月
洪

水
等

）
に

お
い

て
も

浸
水

被
害

が
発

生
■

集
落

の
地

盤
高

が
H
W
L
よ

り
も

低
く

流
下

能
力

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、
流

下
能

力
向

上
の

た
め

治
水

対
策

が
必

要
■

河
川

特
性

上
、

通
常

の
堤

防
方

式
で

は
堤

防
が

長
く

大
き

く
な

り
、

膨
大

な
費

用
と

年
数

が
必

要
と

な
り

、
事

業
効

果
発

現
に

時
間

を
要

す
る

。

過
去

の
出

水
に
お
け
る
被

災
状

況

災
害

名

被
害

浸
水
面
積

（
h
a
）

浸
水
家
屋
数

（
戸

）

昭
和

４
７
年

７
月

洪
水

２
３
．
６

２
４

昭
和

５
８
年

７
月

洪
水

５
３

平
成

１
１
年

６
月

洪
水

３
．
８

２

S
4
7
洪

水
は

床
上

・
床

下
浸
水

の
分
類

が
不
明

S
5
8
洪
水
、
H
1
1
洪
水
は
床
下
浸
水

位
置

図

吾
郷

地
区

（
美

郷
町

）

対
応

策
と
し
て
、
吾
郷
地
区
の
水
防
災
事
業
を
実
施

6



こ
れ

ま
で
に
実

施
し
た
事

業
内

容

【
事

業
概

要
】

■
事

業
諸

元
L=
７

６
０
ｍ

築
堤

盛
土

：
Ｖ

＝
８

７
．

５
千

ｍ
３
、

護
岸

：
Ａ

＝
１

２
．

６
千

ｍ
２
、

宅
地

嵩
上

げ
盛

土
：

Ｖ
＝

１
７

３
．

０
千

ｍ
３

■
計

画
高

水
流

量
９

，
７

０
０

ｍ
3 /
ｓ

■
全
体

事
業

費
約

２
６

億
円

■
工

期
平
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■
費
用
対
効
果
検
討
手
法
の
概
要

費
用
対
効
果
（
Ｂ
/Ｃ

）
の
算
出
の
流
れ

確
率
降
雨
規
模
毎
の

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
事
業
実
施
前
後
）

総
便
益
（
Ｂ
）

確
率
降
雨
規
模
毎
の
想
定
被
害
額
の
算
出

年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の
算
出

残
存
価
値
の
設
定

総
便
益
（
Ｂ
)
の
算
出

総
事
業
費
の
算
出

総
費
用
（
Ｃ
）

維
持
管
理
費
の
設
定

総
費
用
（
Ｃ
)
の
算
出

費
用
対
効
果
（
B／

C)
の
算
出
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平
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額

の
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計
=
年

平
均
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害

軽
減

期
待

額
事

業
を

実
施

し
な

い
場

合
①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
(
①

－
②

)
③

区
間

確
率

⑤

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤
確

率
規

模
超

過
確

率

被
　

　
害

　
　

額

区
間

平
均

被
害

額
④

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

1
/
1
0
年

1
/
3
0
年

1
/
5
0
年

1
/
1
0
0
年

1
/
5
年

1
/
8
0
年

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

1
/
1
0
年

1
/
3
0
年

1
/
5
0
年

1
/
1
0
0
年

1
/
5
年

1
/
8
0
年

■
便
益
の
算
出
手
法
～
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の
算
出
手
法
～

■
計

画
規

模
１

/
１

０
０

年
確

率
を

最
大

と
し

て
７

ケ
ー

ス
検

討
■

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

は
約

１
．

９
億

円

頻
度

少
な
い

頻
度

多
い

被
害

額
小

被
害

額
大

生起確率 被害額（百万円）
（
単

位
：
百

万
円

）
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0
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00
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00
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00

4
00
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H34

H36
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H40

H42

H44

H46

H48

H50

H52

H54

H56

H58

H60

H62

H64

H66

H68

便
益

費
用

便
益

（
現

在
価

値
化

）
費

用
（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

■
費

用
対

効
果

分
析

便
益

及
び

費
用

の
経

年
変

化

整
備

期
間

（
６

年
）

完
成
後
の
評
価
期
間
整
備
期
間

（
５
０
年
）

便益(B)

年平均被害軽減期待額
費用(C)

事業費＋維持管理費

評
価
基
準
年
：
H2

4

便
益

費
用

費
用

（
現

在
価

値
化

）
便

益
（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費
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■
費

用
対

効
果

の
算

出
結

果

費
用
対
効
果
算
出
結
果

注
）
：

算
出
に
際
し
て
は
、
『
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
』
平
成
17
年
4月

に
準
じ
て
い
る

注
）
：

端
数
処
理
の
た
め
、
各
項
目
の
金
額
の
和
は
、
必
ず
し
も
合
計
値
と
は
な
ら
な
い

■
費
用
対
効
果
の
算
出
結
果
は
、
Ｂ
／
Ｃ
＝

１
．
３

，
Ｂ
－
Ｃ
＝

１
３
．
９
億
円

項
目

内
訳

金
額

備
考

便
益

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

１
．

９
億

円

便
益

４
８

．
５

億
円

現
在

価
値

残
存

価
値

０
．

７
億

円

総
便

益
（

Ｂ
）

４
９

．
２

億
円

便
益

＋
残

存
価

値

費
用

建
設

費
３

５
．

１
億

円
現

在
価

値

維
持

管
理

費
０

．
２

億
円

現
在

価
値

総
費

用
（

Ｃ
）

３
５

．
３

億
円

建
設

費
＋

維
持

管
理

費

費
用

対
効

果
費

用
対

効
果

（
Ｂ

／
Ｃ

）
１

．
３

費
用

対
効

果
（

Ｂ
－

Ｃ
）

１
３

．
９

億
円
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■
江

の
川

下
流

水
防

災
対

策
特

定
河

川
事

業
の
事

業
効

果
の
事

例

■
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
1/
30
規
模
の
洪
水

が
発
生
し
た
場
合
に
、
家
屋
の
浸
水
被
害
を
防
止
で
き
る
。

●
完
成
後

●
事

業
前

家
屋
浸
水
を
防
止

1
/
3
0
規

模
の

洪
水

が
発

生
し
た
場

合

江
の

川
江

の
川

項
目

嵩
上
げ

軽
減
分

事
業
前

事
業
後

被 害 状 況

床
上
浸
水

2
4
戸

0
戸

2
4
戸

床
下
浸
水

0
戸

0
戸

0
戸

浸
水
面
積

7
h
a

0
h
a

7
h
a

：
事
業
範
囲
（
嵩
上
げ
範
囲
）

※
被

害
状

況
を
算

定
し
た
資

産
数

量
は

現
在

（
H
2
4
年

1
0
月

時
点

）
の

状
況

：
事
業
範
囲
（
嵩
上
げ
範
囲
）

12



■
社
会
情
勢
等
の
変
化

■
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
新
た
に
若
者
定
住
住
宅
が
建
設
さ
れ
８
世
帯
（
３
７
人
）
が
移
り
住
ん
で
い
る
。

■
若
者
定
住
住
宅
に
は
、
中
学
生
以
下
の
子

供
が
２
１
人
住
居
し
て
お
り
、
夏
祭
り
に
子
供
が
参
加
す
る
な
ど
事
業
実
施
前
と
比
較
し
て
地
域
活
動
が
活
性
化

吾
郷

地
区

水
防

災
対

策
特

定
河

川
事
業

範
囲

吾
郷

地
区

の
夏

祭
り
の

様
子

（
平

成
24

年
8月

）

項
目

人
数

高
校
生

以
上

1
6
人

中
学
生

以
下

2
1
人

合
計

3
7
人

町
内
よ
り
移
転

1
4
人

町
外
よ
り
移
転

2
3
人

合
計

3
7
人

年
齢

別

町
内
町

外
か

ら
の

移
転
者

内
訳

吾
郷
大
橋
下
流
部
の
若
者
定
住
住
宅

吾
郷
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
居
者
内
訳

江
の
川

江
の

川

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

吾
郷
地
区
の
事
業
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
美
郷
町
の
定
住
・

U
・
Iタ

ー
ン
施

策
の
ひ
と
つ
と
し

て
若
者
定
住
住
宅
が
建
て
ら
れ

、
８
世

帯
37

人
が
居
住
（
町
に
よ

る
造

成
）

13



■
今

後
の
対

応
方

針
（
案

）

①
費

用
対

効
果

分
析

の
算

定
基

礎
と

な
っ

た
要

因
（

費
用

、
施

設
の

利
用

状
況

、
事

業
期

間
等

）
の

変
化

・
全
体
事
業
費

…
約
１
７
億

円
（
当
初
）
→
 約

２
６
億
円

・
工

期
…
  
４
年
間
（

当
初
）

→
 ６

年
間
（
平
成
１
４
年
度
～
平
成
１
９
年
度
）

・
費
用
対
効
果

…
 
Ｂ
／
Ｃ

= 
１
．
９

→
Ｂ
／
Ｃ

= 
１
．
３

②
事

業
効

果
の

発
現

状
況

・
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
1/
30
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
家
屋
の
浸
水
被
害
を
防
止
で
き
る
。

③
事

業
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化

・
特
に
な
し
。
（
平
水
位
よ
り
上
で
の
事
業
実
施
で
あ
り
、
水
面
下
の
作
業
を
伴
わ
な
い
た
め
、
河
川
環
境
に
は
影
響
が
な
い
）

④
社

会
情

勢
の

変
化

・
吾
郷
地
区
で
は
宅
地
嵩
上
げ
に
よ
る
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
等
以
上
（
治
水
安
全
度
の
向
上
、
従
前
の
宅
地
面
積
の
確
保

等
）

の
生
活
基
盤
が
確
保
さ
れ
た
。

・
美
郷
町
の
人
口
・
世
帯
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
吾
郷
地
区
に
お
い
て
は
新
た
に
若
者
定
住

住
宅

が
建
設
さ
れ
８
世
帯
（
３
７
人
）
が
移
り
住
ん
だ
。

・
若
者
定
住
住
宅
に
は
、
中
学
生
以
下
の
子
供
が
２
１
人
住
居
し
て
お
り
、
夏
祭
り
に
子
供
が
参
加
す
る
な
ど
事
業
実
施
前
と
比
較
し
て
地
域

活
動

が
活
性
化
し
た
。

【
対

応
方

針
（

案
）

】
上

記
の

検
討

結
果

を
踏

ま
え

、
『

対
応

な
し

』

・
当
該
事
業
は
、
そ
の
事
業
効
果
が
十
分
発
現
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
今
後
の
改
善
措
置
の
必
要
性
は
無
い
と
判
断

⑤
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

⑥
改

善
措

置
の

必
要

性

・
1/
30
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も

家
屋
の
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
治
水
安
全
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
事

後
評
価
の
必
要
性
は
無
い
と
判
断

⑦
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
や

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

・
特
に
な
し

14



参
考
：
江
の
川
下
流
水
防
災
対
策
特
定
河
川
事
業
の
前
回
評
価
時
と
の
比
較

評
価

時
点

備
考

新
規
採

択
時

（
平

成
1
4
年

）

今
回

事
後

評
価

時

（
平

成
2
4
年

）

事
業

諸
元

事
業

延
長

：
L
=
6
0
0
ｍ

宅
地

嵩
上

げ
：

2
6
戸

事
業

延
長

：
L
=
7
6
0
ｍ

宅
地

嵩
上

げ
：

2
7
戸

■
事
業
範
囲
見
直
し
に
伴
い
嵩
上
げ
対
象

家
屋

を
1
戸

追
加

事
業

期
間

平
成

1
4
年

度
～

平
成

1
7
年

度
平

成
1
4
年

度
～

平
成

1
9
年

度

■
事

業
範

囲
見

直
し

、
道

路
線

形
の

変
更

に

伴
う
堤
防
法
線
の
変
更

■
宅
地
盛
土
部
の
軟
弱
地
盤
対
策

全
体

事
業

費
約

１
７

億
円

約
２

６
億

円
■
築
堤
、
護
岸
、
家
屋
補
償
費
が
増
加

総
便

益
（
Ｂ
）

約
３
１

億
円

約
４

９
億

円

■
評
価
時
点
の
変
更

□
資

産
単

価
の

更
新

（
H
1
4
→

H
2
4
）

・
一
般
資
産
額

・
農
作
物
資
産

等

□
ﾃ
ﾞﾌ
ﾚ
ｰ
ﾀ
ｰ
(総

合
物
価
指
数
)適

用

□
社
会
的
割
引
率

総
費

用
（
Ｃ
）

約
１
６

億
円

約
３

５
億

円

■
評
価
時
点
の
変
更

□
ﾃ
ﾞﾌ
ﾚ
ｰ
ﾀ
ｰ
(治

水
事
業
費
指
数
)適

用

□
社
会
的
割
引
率

■
全
体
事
業
費
の
増
加

費
用
対
効
果

（
Ｂ
／
Ｃ
）

１
．
９

１
．

３
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江の川下流水防災対策特定河川事業（吾郷地区）

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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様
式
－
1
　
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
図

：
氾

濫
メ
ッ
シ
ュ

：
整

備
箇

所

凡
例

17



様
式

－
２

資
産

デ
ー
タ

水
系

名
：
江

の
川

河
川

名
：
江

の
川

国
勢

調
査

年
：
平

成
1
7
年

事
業

所
統

計
調

査
年

：
平

成
1
8
年

償
却

資
産

在
庫
資
産

償
却
資
産

在
庫
資
産

0
8
-
R
2

吾
郷

0
.3
9
5

6
3

2
4

0
2

3
,2
5
7

4
5

5
5
0
,3
9
9

3
5
1
,6
7
2

0
0

4
,0
4
6

1
,0
5
3

9
0
7
,1
7
0

4
,2
3
2

1
2
,9
0
4

1
7
,1
3
6

9
2
4
,3
0
6

氾
濫

ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
面

積
(k
m

2
)

一
般

資
産

等
基

礎
数

量
一

般
資
産
額
（
百
万
円
）

農
作
物
資
産
額
（
百
万
円
）

一
般
資
産

額
等
合
計

（
百
万
円
）

番
号

地
先

名
人
口

(人
）

世
帯
数

（
世
帯
）

従
業
者
数

(人
）

農
漁

家
数

（
世

帯
）

延
床

面
積

(㎡
)

水
田

面
積

(h
a)

畑
面

積
(h
a)

家
屋

小
計

家
庭

用
品

事
業

所
資

産
農
漁
家
資
産

小
計

水
稲

畑
作
物

18



様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/5 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 25,314 8,059 0 0 79 28 33,481 0 937 937 52,398 86,816 0 372 441 813 0 0 813 87,629

様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/10 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 149,883 104,403 0 0 514 192 254,992 610 2,101 2,711 399,062 656,765 0 3,648 3,633 7,281 0 0 7,281 664,046

様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/30 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 444,532 278,451 0 0 1,307 430 724,720 1,049 2,395 3,444 1,134,187 1,862,351 0 10,293 7,494 17,788 0 0 17,788 1,880,139

様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/50 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 544,089 334,044 0 0 1,642 529 880,305 1,162 2,824 3,986 1,377,677 2,261,968 0 12,193 8,034 20,227 0 0 20,227 2,282,195

様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/80 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 595,165 344,814 0 0 1,966 629 942,575 1,323 3,020 4,342 1,475,130 2,422,047 0 12,792 8,170 20,962 0 0 20,962 2,443,009

様式－３ 被害額（事業実施前） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/100 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 616,954 348,507 0 0 2,040 658 968,159 1,370 3,020 4,390 1,515,169 2,487,718 0 13,128 8,239 21,367 0 0 21,367 2,509,085

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額 公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用 事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産
小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
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様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/5 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 0 0 0 0 16 6 22 0 312 312 34 368 0 0 0 0 0 0 0 368

様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/10 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 0 0 0 0 95 32 126 610 1,580 2,190 197 2,513 0 0 0 0 0 0 0 2,513

様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/30 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 0 0 0 0 166 51 218 1,049 1,874 2,923 341 3,482 0 0 0 0 0 0 0 3,482

様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/50 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 0 0 0 0 169 53 222 1,176 1,896 3,072 347 3,641 0 0 0 0 0 0 0 3,641

様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/80 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 64,163 27,372 0 0 485 157 92,177 1,323 2,667 3,990 144,257 240,424 0 1,468 2,696 4,165 0 0 4,165 244,589

様式－３ 被害額（事業実施後） 水系名：江の川　　河川名：江の川 流量規模：1/100 （千円）

償却 在庫 償却 在庫

08-R2 吾郷 104,647 71,228 0 0 750 269 176,894 1,370 2,876 4,246 276,839 457,979 0 2,459 3,942 6,401 0 0 6,401 464,380

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額 公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用 事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産
小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計

氾濫ブロック 一般資産被害額 農作物被害額

公共土木
施設等
被害額

直接被害額
合計

営業停止
損失

番号 地先名 家屋 家庭用品

家庭における応急対策費用

事業所にお
ける応急対
策費用

その他の間
接被害

小計 合計
清掃労働
対価

代替活動
等

の出費
小計

事業所資産 農漁家資産

小計 水稲 畑作物 小計
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2,617
様式－５ 費用対便益 水系名： 江の川 河川名： 江の川 単位：百万円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H14 整備開始 -10 0 0 334 480 0 0 334 480

H15 -9 0 0 870 1,202 0 0 870 1,202

H16 -8 0 0 508 678 0 0 508 678

H17 -7 0 0 425 548 0 0 425 548

H18 -6 0 0 330 413 0 0 330 413

H19 整備完了 -5 0 0 150 184 0 0 150 184

H20 -4 185 223 1 1 1 1

H21 -3 185 214 1 1 1 1

H22 -2 185 201 1 1 1 1

H23 -1 185 192 1 1 1 1

H24 評価時点 0 185 185 1 1 1 1

H25 1 185 178 1 1 1 1

H26 2 185 171 1 1 1 1

H27 3 185 164 1 1 1 1

H28 4 185 158 1 1 1 1

H29 5 185 152 1 1 1 1

H30 6 185 146 1 1 1 1

H31 7 185 141 1 1 1 1

H32 8 185 135 1 1 1 1

H33 9 185 130 1 1 1 1

H34 10 185 125 1 1 1 1

H35 11 185 120 1 1 1 1

H36 12 185 116 1 1 1 1

H37 13 185 111 1 1 1 1

H38 14 185 107 1 1 1 1

H39 15 185 103 1 1 1 1

H40 16 185 99 1 1 1 1

H41 17 185 95 1 1 1 1

H42 18 185 91 1 0 1 0

H43 19 185 88 1 0 1 0

H44 20 185 84 1 0 1 0

H45 21 185 81 1 0 1 0

H46 22 185 78 1 0 1 0

H47 23 185 75 1 0 1 0

H48 24 185 72 1 0 1 0

H49 25 185 69 1 0 1 0

H50 26 185 67 1 0 1 0

H51 27 185 64 1 0 1 0

H52 28 185 62 1 0 1 0

H53 29 185 59 1 0 1 0

H54 30 185 57 1 0 1 0

H55 31 185 55 1 0 1 0

H56 32 185 53 1 0 1 0

H57 33 185 51 1 0 1 0

H58 34 185 49 1 0 1 0

H59 35 185 47 1 0 1 0

H60 36 185 45 1 0 1 0

H61 37 185 43 1 0 1 0

H62 38 185 42 1 0 1 0

H63 39 185 40 1 0 1 0

H64 40 185 39 1 0 1 0

H65 41 185 37 1 0 1 0

H66 42 185 36 1 0 1 0

H67 43 185 34 1 0 1 0

H68 44 185 33 1 0 1 0

H69 45 185 32 1 0 1 0

9,250 4,849 70 4,919 2,617 3,505 50 22 2,667 3,527 1.39 1,392

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

計
①＋②

建設費③ 維持管理費④

便　益（Ｂ）

計③＋④

整
備
期
間

（

6
年
）

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

合　　計

費　用（Ｃ）
費用便益比

Ｂ／Ｃ
年次 年度 t
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河川事業

事業名 江の川下流水防災対策特定河川事業（吾郷地区）

評価年度 H24

区分 費目 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 825
本工事費 式 1 802

築堤 千m3 87.5 184
盛土 千m3 173.0 375

千m2 12.6 237
水路 式 1 6

附帯工事費 式 1 23
舗装工 式 1 20
県道 式 1 3

用地費及び補償費 式 1 1,175
用地費 式 1 20
補償費 式 1 1,154

間接経費等 617
事業費　計 2,617

維持管理費 式 1 50

事業費の内訳書

事後評価

工種

護岸
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